
の紀 外 筒 ど 塞 車 肥 ヒ レ こ )あわ 吐 て漁 葵 が 缶 臣 するが 凍 lニ患 者 押､ど'ん 亀

と蘇色 皇 卑 し ぞい る か 左通 べ た_a

施 冷 ､適 業 車 l亡の 地 域 櫨

以 上のよ う !二懲 悪 ､ 人文 素 魔 を葛 零 し更 1こその 上 )･=霞騎 する 産 常 箔勧 fZ

百を薗け て 空 と の ご 香 るが∴ それ はよ り鳴 ら 小 IZ_され T=と撃 ぬ れ る繭 新通

池 方の 漁 礁 を ヰ i-tBとする 姓 軒 性左 不 監 金 持 熔 ら 富と め てみ T=_ご く簡単 に

71 東 ぼ .祢 前痛 地 方 灯 釦 前崎 漫 軍 潜 常 碓∴尊 宅 の edJrd ZLm 飢額割を して

い る とい う ことが で きる と寧 う o

二 の性 格 笛 .この地 方 の 遼馨 凍 寒 林.大 黄 各 の t と (こし＼t 私書耽 る も の で

は包 < ､伝 統的 急地方 賓 狐及 び 地 気 常 軌 か Zよ る ヰ 企 常 的 漁 業 で垂 る とい

う紫 色や .この地方の え適 立地 的 頑 鹿 tZよ っ て,セ た ら され る ℃ C)で ある 二

と由 勿翰 であ るが 啓 に倒 前碕地 方 が褒 詞考 等 の -塵 の 漁 常姓 帝 に金 昏舵 Z

い る ことi三もよ る と考 え られ る ｡

っ護 り ､額拠 池 ヒ し得 る強 姦や水 峯 都 市 の 比 薮 衡 且 < に指 圧 している た

め ､現 在 a)よ う 畠形 の漁 業 が存 才乙皇 紀 け ら 机 る吟 であ る o蜘 前 碕 地方 宙以

上 のよ う竜 特 色 命 る遠洋 漁村 と して の 地線性夏 毛 する の であ る .

(以 上t)

広島県芦田川中流及び下流沖境地の

地理学的考察

延 岡 弁口 子

翰 丈cj童 叔 母次 の鏡 に 在っ て いる .

牙 一審 謁 替他 疎 の鹿 艶

j､ 自然 頗鹿 Ia l立 恩 ､交一 義

JF､ 入 管

1b 地 形 ､ _/-A/ 地 形廠配

IbZ 地 形 晒艶

Ic 地境鹿観

1d 気 象 Id/気 温

Idz鼠 勧 及び 風速

ld3時水婁

JFa 萄 山嵐 の新 cB覇発

D占 福 山廃 藩 工寒 地 帝 整 厳 寒 寒

Pc 干拓 地 ほ 敢 立 て る腰 牽

- 福 山 市 叫口農 協 地 区-
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Dc/藤 山市 厳 寒 の徽 致

Pc2川Cl寒 楊地 区 の 追 牽

Pc3 11日コ巌 脇地 区 の 土地 条 件

dcダ 干 拓 地 に 現 il す る厳寒 の概鱗

坪 二聾 都 市 化 に伴 う 喝 R71巌嚢 の変化

Z 福 山 市 の郡 市砥 性 格 及 び 都 市化 の 内容

J-a 人口感触

lb 産業 席 連 の 豪 砿

1-C 主賓直貿 1C/二 者

icz 商 鴬

P 都 市 化 に伴 う 簡 辺 濃 紫 の 変化

- 福 山覇 川口腰 協 故 区 -

JW 本 尊 の妻 と戎)
以 上

鞠 容 赦 錬 成 声 廷日日の 中 流及 t,(.下 赦地 観 に 者 達 す る 2 つ の沖 積 呼野 (神 速 平

野 t幸亀山平 野 ) で広 庭 嘆 の 東 端 tZ虹 若 レ ､-磯 老 山 が ち て平 野 12愛 しい 私 亀

頃 L･Zお い て 打鹿 忽 平 野 政 商 となつ アい る .

斉 田 IHi式中 藍山地 の 蔀斜 面 を親 机 ､全 体 とし て枯 死 曹lか わ 執 索 !二乱 れて い

る叩 .呼 邑 山 地 を和七 養鯉 雪 波 の断 層碑 凄 t.=壷 酷 さ 祝 て ､所 ,JJで亙卑 ヒ 乳 格

を史受 し て い る ｡神 辺 平 葦野の 出 rJの と こ ろ 12 お しlて斗 塵 軒 ピ 乾 酪 を 豪 華 し て

いるが ､この節し賂変 更 締 高 蚤 叫 i2 号 ウ jVE -∫ty'方 衛 の離 層 に よ る ¥ の と思

わyLる .従 っ て 神 辺 平 野は この断 智 と 戸車JlH熟考 に線 く蹄 管 が 出合 う と こら

に出 丸 た 断 層 鞄金 地 で ､各 粒 形 面 招 .北 部 山 地 よ り 乱 入 す るノト珂叫 に よ っ て

務畝 = 出lた 易 求 池亀 と声 pj叫 私 流 ,j)河 を :甲領 地 及 び 芦 田 両LT)産 承 ,J)直楼 王,7L及

ぼ ~笥 い 南 面 部 分vrj低,=&地 よ り砧 る t の と 考 >L TTZl.

又 ､神 辺 平野召 沖穣 U)海 登 時 に 且入 ミ1 ,jD戻 藩 で あ っ 1=Zと す る鼠 渡 せ 乳出 こ

れ為が ､二の 紀 温色 竃 毘 する よ うT4;級拳 的 賓 料 侍 現 在 の と こ ろ 乳あ たら 偽 しい

福 山 平 野 由 ,TiJ観 の嵐 漫 靖 1-Lは 山麓 まで 海水 仰､侵 入 し ､乱 世 祝 貌 護で 14-殆 ど

海面 で･あっ F=¥_の で _声 戟 iHの デ きし夕の 前 豊 とヂ )しダの 断 面の 干拓 !乙よ っ て

人工把 l二隆 化 これ て現状 に 亙っ た 史 の と 考 え kノ耽 る ー

守衛 肇 乗 はYl 世職 硯 ､水 野 民が 奄 山 7,L乗 玖 珠 東 銀 ん rt行 汀つれ て 空 転 _王象J+=dl

電 山 の 市街 地 の の っ て い る部 分 が 三 角 洲 恵で ､也 揖大林 干拓 は よ って 隆 化 さ

れ TL軒 であ る -_ 経 っ て ､感 串 平 野 の 地 形 外 項 lZEi干 和 宣 /つの 単位 と Lてと

り入 沢 だ. 〟
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〒砲 敗 と いう 束 隼 建壌 素 面 におしIて斗 大 き く侭 田 して い 寄 ものと 考 え ､福

山市 の 叫 口 寒 脇 漁 区 を と りあ げ て干拓姓 1.･=取立 す る 廃 業 の概 観 旦鼠 TT,21.し外

し虚 数 の 干 拓が 終っ て ノ♂ 0 年 赴 く 7:-Lつ た 令で 将 ､壊 粥 の漫 歩 と萄 Ll蓋っ て～

あ ま り特 殊 T4巌覚 形 賂 老硬 っ てお らず .文毒針ヱよっ て 温 表 の尊 異 星列挙 LF==

結 果 は な っ た -

牙 2葦 で宙 rあ る姓 方 郡 市 研1.号の 都 市 混 雇 を拡 大 す 亭 ほ つ れ て ､闇貴の療

寒村ど のよう LZ変 化 し こき Ta外 ｣ とい う ラー マ の 登と に ､珂 じ く叫口 泉協 地

区 をと りあ げ て考 察 し了を ,,

農 鴬 立 姓 打 ､LL外 な る 内 容 ､Zお い てで t 都 市 市 場 を経.斉 的 中 一ビヒ Lて壌 現

され ざ る を得 思 し､し ､郡 市 とい う壌 産 物 の 市 場 が 喪 監 物 の 帝給 及 び 価格 の決

定 をZき巾 め て重 要 忠地 吐 乳 占 め てい る こ と は 明 りか そあ る .しか し ､郡 市が

空の 覇辺 の農 政 !三彩 蜜 豆且つ の は ､単 に農 を 物 の 帝給 を塵 Lて だ '弓 で 痘 亀 く.

都市 (ニお い て 産室 Lてい 香 華本 土義 経斉 宙 ､そ の 間iZiの 展 観 に 栗映 して壌寓

の弁 解 乞 促 してい る ｡範 塾 不 足 .短激 不 足 惚 よ って ､鯖 翰 互 出 すと ころ 藷で

Ei-い 外伝カ＼つ な が ､ 出 口 姓_威 匿 お い て tヨ~､登 TiLち Lた ヰ ユ ーネ ン亀 的配 置 星

t二つ て ､郡 市化1,,i_対 応 して きて い る の で 措 置 Ll爪 Y私 日 考 え た .

尚 .寅 鼓虐落 1素地 噂 の婆 叔 乃ヾ､仝 寓杓 に 蕗 んで あ尋 机 .福 山 港 t乞強 いてで

斡 工寒 地 帝饗韻 のた め の 土地 遼 東 工草 が吸_鼠轟 J<7と塞 め ら れ てい る . この埋

立 工等 打 ､唱 和 37等3円 スタ ー ト し ､Lit0 年末よそ に 良 子の 仝 1 穫 互克 て

する 予 定 であ るが ､2 2 ク 石野 ､総 肇嘗 骨 /5:o 穂 円 とい う 大数噴 怒も の で･

あ a o ∈1本 鋼 密慈 山 製鉄 所 の酪 奴が 決 定 Lて い :呑OLl､これ L-iJ リ ､遠 山市 の

溜 泉 へ の大 き 竃菟 贋 伊 予硬 さ 叶しる ｡

ド

責華同県榛原郡川根町に於 ける茶業の地

理学的考察｣

壕 千 里

誇i魯地域 Lコ､東 海寵 綴 金 谷 駅 よ り ､大 坪 吊 鉄寵 で 30 分 雀 の 大 和 11や寵 に

転置 す る磯 原 邸 日額 町 二堅す る ｡蘇ら 山 晩 は ､束石 亀 を 主峰 ､とし ､先 々喪 cr

リ勘 マ苛 に足 って 日るが ､鞠拳壮成 Llその 傘確 乞 う けて ､通 草 2% ､本 田

a/タ d/C､地域 中 の88 C/P息 山 地が 占 め てLl石 山 顧敗帝 でみ る .地形 の執 甑 上

よ り ､簡 閲卑下 で＼Qi牽 家 康 象 草 笛鹿 め て低 く ､山林 業 五 泉 業 とす る牙 /藤 ､

牙Z確 執貰 魔 家 が 多 い }耕地 面 積 だ於 ける 登 介 比 は ､ 7Klヨ ノ3,∠% ､惑 遠 海

Z∫C/O､茶 園 d♂a/Oで､あ り ､東 萩癌牽象翠が 90 % 以 上 G7)萄寒 的茶 蘇涛 敗 壊
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